
 

神奈川県立二俣川高等学校における学校運営協議会開催結果 

 

審議 会 等 名 称 二俣川高等学校 学校運営協議会（第 1 回） 

開 催 日 時 令和７年６月 19 日（木）午後３時 30 分～午後４時 30 分 

開 催 場 所 二俣川高等学校 会議室 

（ 役 職 名 ） 

出 席 者 

〔 敬 称 略 〕 

（会長） 引地孝一（神奈川新聞厚生文化事業団 監事） 

（副会長）井場美穂子（本校ＰＴＡ会長） 

（委員） 鈴木恭子（本校校長） 

     入江陽子（本校同窓会長） 

     杉山恵子（県立よこはま看護専門学校校長） 

塚原大輔（日本赤十字社神奈川県支部事業部長）  

齋藤富昭（二俣川地区連合自治会会長）  

綿貫芳人（横浜市立万騎が原中学校校長） 

（事務局）山田隆人（副校長）山川典子（教頭）藤井裕（進路支援

Ｇ総括教諭）野口広敬（学事情報Ｇ総括教諭）山森理子

（総務広報Ｇ総括教諭）池端万須美（活動支援Ｇ総括教

諭）廣瀨 暁（生徒支援Ｇ総括教諭）  

次回開催予定日 令和６年 10 月中旬 

問 合 せ 先 
二俣川高等学校 山田 隆人（副校長） 

電話番号 045-391-6165（代表） ファクシミリ番号 045-361-9777 

下 欄 に 掲 載 

す る も の 
 議事録   

審議(会議)経過 

１ 校長あいさつ 

２ 学校運営協議会委員紹介 

３ コミュニティ・スクールについて  

  ・会長、副会長の選任 

４ 「令和６年度学校評価報告書（実施結果）」（報告） 

  「令和７年度学校評価報告書（目標設定）」について（承認） 

５ 質疑応答・意見交換 

・授業見学をして、積極的に発言している姿があり、生徒ひと

りひとりが伸び伸びと学習している印象を受けた。 

・基礎学力の定着や教科横断的な学びを今後も進めてほしい。 

・授業見学をして、生徒の気構え、心構えを感じた。入学して

きた生徒は中学のどのぐらいの時点で進路決定をしているか

知りたい。 

・生徒はあいさつをよくして、礼儀正しいなと感じた。 

・朝学習の取組はよいと思う。10 分間をうまく使えるかがポイ

ントになる。 

 

・令和９年に花博がある。自然に優しい生徒は人に優しくでき



る。地域の緑化に生徒活動等で取り組んでほしい。 

・学科改編後、次の令和８年度・令和９年度の方針や方向性に

ついて校内で意見を交わし議論を重ねてほしい。 

  ・専門科で今までは生徒の興味関心は似ている部分があった。

普通科が始まり、考え方や気持ちの違う生徒がともに活動す

る場として部活動が挙げられる。 

・小学校と交流活動を進め、二俣川高校を地域に知ってもらい

たい。 

・新しい時代に向けて何ができるかを考え、新しい校風づくり

に取り組んでほしい。 

・規律を持って活動できる子どもたちをこれからも育成してほ

しい。 

６ 学科改編について 

  ・令和７年度普通科３クラス・福祉科１クラスの学科併置校と

してスタートした。令和８年度までは看護科が存続する。令

和９年度に 3 学年全て普通科・福祉科になる。 

   ３学科の教育活動を円滑に進め、令和９年度につなげたい。 

  ・学科改編の過渡期ではあるが、生徒たちが安全安心に学校生

活を送れるよう尽力したい。 

・令和７年度に３学年ごとの駐輪場の整備と選択教室件自習室

の整備を行う。 

会 議 資 料 

① コミュニティ・スクールの手引き 

② 「二俣川高等学校令和７年度年間行事予定」 

③ ・スクールミッション 

     ・スクールポリシー 

     ・グランド・デザイン 

     ・令和６年度学校評価（実施結果） 

     ・令和７年度学校評価（目標設定） 

④ 学校案内  

⑤ NEW SCHOOL NEW ME チラシ 

⑥ 「令和７年度 授業改善の取組について」 

⑦ 「授業のルール」 

⑧ 「令和７年度 看護科・福祉科 実習等一覧」 

⑨ 「学校いじめ防止基本方針」「いじめ防止等対策マニュアル」 

⑩ 進路の手引き 

⑪ 59 回生進路状況＜看護科＞・59 回生進路状況＜福祉科＞ 

⑫ 令和７年度不祥事ゼロプログラム 

 

 

 


